
(57)【要約】

【課題】

　軽量・コンパクト化を図ると共に、雨水やダスト等の

侵入とデフオイルの漏れを防止できる車輪用軸受装置を

提供する。

【解決手段】

　車体の下面に支持された車軸管Ｈと、この内方に挿通

された駆動軸Ｄ／Ｓとの開口部間に車輪用軸受が装着さ

れ、この車輪用軸受が、一端部に車輪取付フランジ６を

一体に有し、円筒部７が形成されたハブ輪１と、円筒部

７に圧入された内輪１０とからなる内方部材３と、これ

に外挿された外方部材４と、これらの間に転動自在に収

容された複列の転動体５とを備え、円筒部７の端部を径

方向外方に塑性変形させて形成した加締部１３により、

ハブ輪１に対して内輪１０が軸方向へ抜けるのを防止す

ると共に、車輪取付フランジ６の内径部に、断面略コの

字形に形成された鋼板製の芯金９ａと、この芯金９ａの

嵌合部に接合された弾性部材９ｂとからなるキャップ９

が圧入されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 の 下 面 に 支 持 さ れ た 車 軸 管 と 、 こ の 車 軸 管 の 内 方 に 挿 通 さ れ た 中 空 の 駆 動 軸 と 、 こ
の 駆 動 軸 と 前 記 車 軸 管 の 開 口 部 と の 間 に 車 輪 用 軸 受 が 装 着 さ れ 、 こ の 車 輪 用 軸 受 が 、 ハ ブ
輪 と 複 列 の 転 が り 軸 受 と が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ 、 一 端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に
有 し 、 外 周 に 軸 方 向 に 延 び る 円 筒 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の 円 筒 部 に 圧 入 さ
れ 、 外 周 に 前 記 複 列 の 転 が り 軸 受 の 少 な く と も 一 方 の 内 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 内 輪 と か ら
な る 内 方 部 材 と 、 こ の 内 方 部 材 に 外 挿 さ れ 、 内 周 に 前 記 内 側 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 外 側
転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材 と 、 こ の 外 方 部 材 と 前 記 内 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 収 容 さ れ た
複 列 の 転 動 体 と 、 こ の 転 動 体 を 転 動 自 在 に 保 持 す る 保 持 器 と 、 前 記 内 方 部 材 と 外 方 部 材 の
環 状 空 間 を 密 封 す る シ ー ル と を 備 え 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 径 部 に 鋼 板 製 の 芯 金 を 有 す る キ ャ ッ
プ が 圧 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ハ ブ 輪 の 外 周 に 、 前 記 複 列 の 転 が り 軸 受 の う ち 一 方 の 内 側 転 走 面 が 直 接 形 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 筒 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 に よ り 、 前 記 ハ ブ 輪 に
対 し て 前 記 内 輪 が 軸 方 向 へ 抜 け る の を 防 止 し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ の イ ン ボ ー ド 側 の 基 部 か ら 前 記 円 筒 部 に 亙 り 高 周 波 焼 入 れ に よ っ
て 表 面 硬 さ を ５ ４ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 に 硬 化 処 理 さ れ 、 前 記 加 締 部 が 、 鍛 造 後 の 素 材 表 面
硬 さ ２ ５ Ｈ Ｒ Ｃ 以 下 の 未 焼 入 れ 部 と さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ が 、 前 記 ハ ブ 輪 の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ の 内 径 部 に 圧 入 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃
至 ４ い ず れ か に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ が 、 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 と 、 こ の 芯 金 の 少 な く と も
嵌 合 部 の 一 部 に 膨 出 さ れ た 弾 性 部 材 と か ら な る 請 求 項 １ 乃 至 ５ い ず れ か に 記 載 の 車 輪 用 軸
受 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 芯 金 の 嵌 合 部 の 端 縁 が ア ウ ト ボ ー ド 側 に な る よ う に 圧 入 さ れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載
の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 芯 金 の 嵌 合 部 の 端 縁 に 径 方 向 外 方 に 延 び る ビ ー ド が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の ビ ー ド
が 係 止 す る 環 状 溝 が 前 記 ハ ブ 輪 の 内 径 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ の 両 側 に 段 差 が 形 成 さ れ 、 こ の 段 差 で 当 該 キ ャ ッ プ の 軸 方 向 の 移 動 が 規 制
さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ が 、 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 か ら な り 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内
周 に 環 状 凹 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 環 状 凹 部 に 係 合 す る 凸 部 が 前 記 キ ャ ッ プ の 嵌 合 部 に 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ５ い ず れ か に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 凸 部 が 、 前 記 キ ャ ッ プ を 前 記 ハ ブ 輪 に 圧 入 さ せ た 後 、 塑 性 変 形 に よ っ て 形 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 キ ャ ッ プ が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ の シ メ シ ロ で 圧 入 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 １ １
い ず れ か に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 車 輪 を 懸 架 装 置 に 対 し て 回 転 自 在 に 支 承 す る 車 輪 用 軸 受 装 置 、 特
に 、 駆 動 輪 を 複 列 の 転 が り 軸 受 で 支 承 す る セ ミ フ ロ ー テ ィ ン グ タ イ プ の 車 輪 用 軸 受 装 置 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ラ ッ ク 等 の よ う に フ レ ー ム 構 造 の 車 体 を 有 す る 自 動 車 で は 、 駆 動 輪 の ア ク ス ル 構 造 と
し て 、 従 来 フ ル フ ロ ー テ ィ ン グ タ イ プ を 採 用 す る も の が 多 い 。 ま た 、 最 近 の 駆 動 輪 の 支 持
構 造 に は 、 組 立 性 の 向 上 、 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 等 を 狙 っ て 、 複 列 の 転 が り 軸 受 を ユ ニ ッ ト
化 し た 構 造 が 多 く 採 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ の 従 来 構 造 の 一 例 と し て 、 図 ９ に 示 す
よ う な 車 輪 用 軸 受 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 車 軸 管 ５ １ の 中 に デ フ ァ レ ン シ ャ ル （ 図 示 せ ず ） と 連 結 さ れ た
駆 動 軸 ５ ２ が 挿 通 さ れ 、 車 軸 管 ５ １ の 外 径 面 に 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 ５ ３ が 装 着 さ れ て い る
。 こ の 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 ５ ３ に よ り 回 転 自 在 に 支 承 さ れ た ハ ブ 輪 ５ ４ が 、 ハ ブ ボ ル ト ５
５ を 介 し て 駆 動 軸 ５ ２ の フ ラ ン ジ ５ ６ に 連 結 さ れ て い る 。 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 ５ ３ の 内 輪
５ ７ は 、 左 右 一 対 の も の が 連 結 環 ５ ８ で 結 合 さ れ 、 車 軸 管 ５ １ の 端 部 に 外 嵌 さ れ る と 共 に
、 固 定 ナ ッ ト ５ ９ で 締 付 固 定 さ れ て い る 。 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 ５ ３ の 外 輪 ６ ０ は 、 ハ ブ 輪
５ ４ に 内 嵌 さ れ 、 そ の 両 端 を フ ラ ン ジ ５ ６ と ブ レ ー キ ロ ー タ ６ １ に よ り 挟 持 さ れ た 状 態 で
軸 方 向 に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ ら 内 外 輪 ５ ７ 、 ６ ０ 間 の 環 状 空 間 に は 、 複 列 の 円 錐 こ ろ ６
２ が 保 持 器 ６ ３ に よ り 回 転 自 在 に 収 容 さ れ 、 両 端 部 に は シ ー ル ６ ４ が 装 着 さ れ て 軸 受 内 部
が 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 輪 ５ ７ の 内 方 端 部 に は 環 状 段 部 ６ ５ が 形 成 さ れ 、 弾 性 部 材 か ら な る シ ー ル リ ン グ ６ ６
が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 一 対 の 内 輪 ５ ７ 、 ５ ７ の 突 合 せ 部 外 周 面 に は 、 環 状 凹 部 ６ ７ が
形 成 さ れ 、 こ の 環 状 凹 部 ６ ７ に 弾 性 部 材 か ら な る シ ー ル リ ン グ ６ ８ が 装 着 さ れ て い る 。 こ
れ に よ り 、 外 部 か ら 車 軸 管 ５ １ 内 へ の 泥 水 の 浸 入 や デ フ オ イ ル の 外 部 へ の 漏 れ を 防 止 し 、
軸 受 内 部 へ の デ フ オ イ ル の 浸 入 も 防 止 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ９ １ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 ハ ブ 輪 ５ ４ と 車 軸 管 ５ １ 間 に 複 列
の 円 錐 こ ろ 軸 受 ５ ３ が 装 着 さ れ る と 共 に 、 車 軸 管 ５ １ に 駆 動 軸 ５ ２ が 挿 通 さ れ 、 こ の 駆 動
軸 ５ ２ の フ ラ ン ジ ５ ６ と ハ ブ 輪 ５ ４ と を ハ ブ ボ ル ト ５ ５ に よ っ て 連 結 す る 構 造 の た め 、 装
置 の 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 に 限 界 が あ り 、 さ ら に 、 部 品 点 数 も 多 く 組 立 が 煩 雑 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 を 図 る
と 共 に 、 雨 水 や ダ ス ト 等 の 侵 入 と デ フ オ イ ル の 漏 れ を 防 止 で き る 車 輪 用 軸 受 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 係 る 目 的 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 車 体 の 下 面 に 支 持 さ れ
た 車 軸 管 と 、 こ の 車 軸 管 の 内 方 に 挿 通 さ れ た 中 空 の 駆 動 軸 と 、 こ の 駆 動 軸 と 前 記 車 軸 管 の
開 口 部 と の 間 に 車 輪 用 軸 受 が 装 着 さ れ 、 こ の 車 輪 用 軸 受 が 、 ハ ブ 輪 と 複 列 の 転 が り 軸 受 と
が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ 、 一 端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 外 周 に 軸 方 向 に 延
び る 円 筒 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の 円 筒 部 に 圧 入 さ れ 、 外 周 に 前 記 複 列 の 転
が り 軸 受 の 少 な く と も 一 方 の 内 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 内 輪 と か ら な る 内 方 部 材 と 、 こ の 内
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方 部 材 に 外 挿 さ れ 、 内 周 に 前 記 内 側 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 外 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方
部 材 と 、 こ の 外 方 部 材 と 前 記 内 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 と 、 こ の 転
動 体 を 転 動 自 在 に 保 持 す る 保 持 器 と 、 前 記 内 方 部 材 と 外 方 部 材 の 環 状 空 間 を 密 封 す る シ ー
ル と を 備 え 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 径 部 に 鋼 板 製 の 芯 金 を 有 す る キ ャ ッ プ が 圧 入 さ れ て い る 構 成
を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 、 車 輪 用 軸 受 を 構 成 す る ハ ブ 輪 の 内 径 部 に 鋼 板 製 の 芯 金 を 有 す る キ ャ ッ プ が
圧 入 さ れ て い る の で 、 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 を 図 っ た セ ミ フ ロ ー テ ィ ン グ タ イ プ の 車 輪 用 軸
受 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と 共 に 、 デ フ オ イ ル の 外 部 へ の 流 出 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ
ス ト 等 が 駆 動 軸 内 に 侵 入 し て デ フ オ イ ル 内 に 混 入 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ハ ブ 輪 の 外 周 に 、 前 記 複 列 の 転 が り 軸 受 の う ち 一
方 の 内 側 転 走 面 が 直 接 形 成 さ れ て い る の で 、 一 層 の 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 と 共 に 、 軸 受 剛 性
の 増 大 を 図 る こ と が で き 耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 円 筒 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成
し た 加 締 部 に よ り 、 前 記 ハ ブ 輪 に 対 し て 前 記 内 輪 が 軸 方 向 へ 抜 け る の を 防 止 し て い る の で
、 従 来 の よ う に 内 輪 を ナ ッ ト 等 で 強 固 に 緊 締 し て 予 圧 量 を 管 理 す る 必 要 が な い た め 、 車 両
へ の 組 込 性 を 簡 便 に す る こ と が で き 、 長 期 間 そ の 予 圧 量 を 維 持 す る こ と が で き る 。 さ ら に
、 部 品 点 数 を 大 幅 に 削 減 で き 、 組 込 性 の 向 上 と 相 俟 っ て 低 コ ス ト 化 と 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化
を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ の イ ン ボ ー ド 側 の
基 部 か ら 前 記 円 筒 部 に 亙 り 高 周 波 焼 入 れ に よ っ て 表 面 硬 さ を ５ ４ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 に 硬
化 処 理 さ れ 、 前 記 加 締 部 が 、 鍛 造 後 の 素 材 表 面 硬 さ ２ ５ Ｈ Ｒ Ｃ 以 下 の 未 焼 入 れ 部 と さ れ て
い れ ば 、 ハ ブ 輪 の 耐 久 性 が 向 上 す る と 共 に 、 加 締 部 を 塑 性 変 形 さ せ る 時 の 加 工 性 が 向 上 し
、 そ の 品 質 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ が 、 前 記 ハ ブ 輪 の 車 輪 取 付
フ ラ ン ジ の 内 径 部 に 圧 入 さ れ て い る の で 、 ハ ブ 輪 に お け る 剛 性 の 高 い 部 位 に キ ャ ッ プ が 位
置 し 、 車 両 運 転 時 、 ハ ブ 輪 に 繰 返 し モ ー メ ン ト 荷 重 が 負 荷 さ れ て も 、 キ ャ ッ プ が こ の ハ ブ
輪 の 弾 性 変 形 の 影 響 を 殆 ど 受 け ず 、 キ ャ ッ プ の 弾 性 変 形 に よ っ て 嵌 合 部 に 径 方 向 す き ま が
発 生 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ が 、 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成
さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 と 、 こ の 芯 金 の 少 な く と も 嵌 合 部 の 一 部 に 膨 出 さ れ た 弾 性 部 材 と か ら
な る の で 、 こ の 弾 性 部 材 が 嵌 合 面 に 密 着 し 、 液 密 に 内 部 を 密 封 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 芯 金 の 嵌 合 部 の 端 縁 が ア ウ ト ボ ー ド 側 に な る よ う
に 圧 入 さ れ て い る の で 、 キ ャ ッ プ の 圧 入 作 業 が 容 易 に な る と 共 に 、 剛 性 の 低 い 端 縁 側 が ア
ウ ト ボ ー ド 側 に 位 置 す る た め 、 ハ ブ 輪 の 弾 性 変 形 に よ っ て 芯 金 が 変 形 し て 軸 方 向 に 移 動 し
た と し て も 、 少 な く と も ア ウ ト ボ ー ド 側 に 移 動 す る こ と は な く 、 キ ャ ッ プ の ハ ブ 輪 か ら の
脱 落 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 芯 金 の 嵌 合 部 の 端 縁 に 径 方 向 外 方 に 延 び る ビ ー ド
が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の ビ ー ド が 係 止 す る 環 状 溝 が 前 記 ハ ブ 輪 の 内 径 に 形 成 さ れ て い る
の で 、 キ ャ ッ プ の 軸 方 向 の 移 動 を 完 全 に 止 め る こ と が で き 、 キ ャ ッ プ の 信 頼 性 を 一 層 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 両 側 に 段 差 が 形 成 さ れ 、 こ の 段 差 で 当
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該 キ ャ ッ プ の 軸 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ て い る の で 、 車 両 運 転 時 、 ハ ブ 輪 に 繰 返 し モ ー メ ン
ト 荷 重 が 負 荷 さ れ ハ ブ 輪 が 弾 性 変 形 し て も 、 ハ ブ 輪 か ら キ ャ ッ プ が 脱 落 す る の を 確 実 に 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ が 、 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板
製 の 芯 金 か ら な り 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 周 に 環 状 凹 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 環 状 凹 部 に 係 合 す る 凸
部 が 前 記 キ ャ ッ プ の 嵌 合 部 に 形 成 さ れ て い る の で 、 キ ャ ッ プ の 装 着 が 容 易 と な る と 共 に 、
簡 単 な 構 成 で キ ャ ッ プ の 軸 方 向 の 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記 凸 部 が 、 前 記 キ ャ ッ プ を 前 記 ハ ブ
輪 に 圧 入 さ せ た 後 、 塑 性 変 形 に よ っ て 形 成 さ れ て い れ ば 、 一 層 ハ ブ 輪 の 環 状 凹 部 に ガ タ な
く 密 着 し 、 キ ャ ッ プ の 軸 方 向 の 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 嵌 合 部 と 共 に こ の 凸
部 で も デ フ オ イ ル の 外 部 へ の 流 出 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記 キ ャ ッ プ が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ ｍ
ｍ の シ メ シ ロ で 圧 入 さ れ て い れ ば 、 キ ャ ッ プ の 形 状 誤 差 等 に よ っ て ハ ブ 輪 と の 嵌 合 部 に 径
方 向 す き ま が 発 生 し 、 デ フ オ イ ル が こ の 微 小 な す き ま か ら 漏 れ る よ う な こ と は な く 、 ま た
、 キ ャ ッ プ の 圧 入 作 業 を 容 易 に す る と 共 に 、 シ メ シ ロ 大 に よ る キ ャ ッ プ の 座 屈 を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 車 体 の 下 面 に 支 持 さ れ た 車 軸 管 と 、 こ の 車 軸 管 の 内 方
に 挿 通 さ れ た 中 空 の 駆 動 軸 と 、 こ の 駆 動 軸 と 前 記 車 軸 管 の 開 口 部 と の 間 に 車 輪 用 軸 受 が 装
着 さ れ 、 こ の 車 輪 用 軸 受 が 、 ハ ブ 輪 と 複 列 の 転 が り 軸 受 と が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ 、 一
端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 外 周 に 軸 方 向 に 延 び る 円 筒 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪
と 、 こ の ハ ブ 輪 の 円 筒 部 に 圧 入 さ れ 、 外 周 に 前 記 複 列 の 転 が り 軸 受 の 少 な く と も 一 方 の 内
側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 内 輪 と か ら な る 内 方 部 材 と 、 こ の 内 方 部 材 に 外 挿 さ れ 、 内 周 に 前 記
内 側 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 外 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材 と 、 こ の 外 方 部 材 と 前 記 内
方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 と 、 こ の 転 動 体 を 転 動 自 在 に 保 持 す る 保 持
器 と 、 前 記 内 方 部 材 と 外 方 部 材 の 環 状 空 間 を 密 封 す る シ ー ル と を 備 え 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 径
部 に 鋼 板 製 の 芯 金 を 有 す る キ ャ ッ プ が 圧 入 さ れ て い る の で 、 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 を 図 っ た
セ ミ フ ロ ー テ ィ ン グ タ イ プ の 車 輪 用 軸 受 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と 共 に 、 デ フ オ イ ル
の 外 部 へ の 流 出 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ ス ト 等 が 駆 動 軸 内 に 侵 入 し て デ フ オ イ ル 内 に 混 入 す
る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 車 体 の 下 面 に 支 持 さ れ た 車 軸 管 と 、 こ の 車 軸 管 の 内 方 に 挿 通 さ れ 、 端 部 に セ レ ー シ ョ ン
が 形 成 さ れ た 中 空 の 駆 動 軸 と 、 こ の 駆 動 軸 と 前 記 車 軸 管 の 開 口 部 と の 間 に 車 輪 用 軸 受 が 装
着 さ れ 、 こ の 車 輪 用 軸 受 が 、 ハ ブ 輪 と 複 列 の 転 が り 軸 受 と が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ 、 一
端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 外 周 に 軸 方 向 に 延 び る 円 筒 部 と 、 内 周 に 前 記 駆 動
軸 の セ レ ー シ ョ ン に 噛 合 す る セ レ ー シ ョ ン が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の 円 筒 部 に
圧 入 さ れ 、 外 周 に 内 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 一 対 の 内 輪 と か ら な る 内 方 部 材 と 、 こ の 内 方 部
材 に 外 挿 さ れ 、 内 周 に 前 記 内 側 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 外 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材
と 、 こ の 外 方 部 材 と 前 記 内 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 と 、 こ の 転 動 体
を 転 動 自 在 に 保 持 す る 保 持 器 と 、 前 記 内 方 部 材 と 外 方 部 材 の 環 状 空 間 を 密 封 す る シ ー ル と
を 備 え 、 前 記 円 筒 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 に よ り 、 前 記 ハ
ブ 輪 に 対 し て 前 記 内 輪 が 軸 方 向 へ 抜 け る の を 防 止 す る と 共 に 、 前 記 ハ ブ 輪 に お け る 車 輪 取
付 フ ラ ン ジ の 内 径 部 に 、 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 と 、 こ の 芯 金 の 少 な く
と も 嵌 合 部 に 接 合 さ れ た 弾 性 部 材 と か ら な る キ ャ ッ プ が 圧 入 さ れ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ は 、 そ の
車 輪 用 軸 受 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 車 両 に 組 み 付 け た 状 態 で 車 両
の 外 側 寄 り と な る 側 を ア ウ ト ボ ー ド 側 （ 図 面 左 側 ） 、 中 央 寄 り 側 を イ ン ボ ー ド 側 （ 図 面 右
側 ） と い う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 ハ ブ 輪 １ と 複 列 の 転 が り 軸 受 ２ と が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ 、
駆 動 軸 Ｄ ／ Ｓ に 連 結 さ れ て い る 。 複 列 の 転 が り 軸 受 ２ は 、 内 方 部 材 ３ と 外 方 部 材 ４ 、 お よ
び 両 部 材 ３ 、 ４ 間 に 転 動 自 在 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 （ 円 錐 こ ろ ） ５ 、 ５ と を 備 え て い
る 。 こ こ で 、 内 方 部 材 ３ は 、 ハ ブ 輪 １ と 、 こ の ハ ブ 輪 １ に 圧 入 さ れ た 一 対 の 内 輪 １ ０ 、 １
０ と を 指 す 。 ハ ブ 輪 １ は 、 外 周 の ア ウ ト ボ ー ド 側 の 端 部 に 車 輪 Ｗ お よ び ブ レ ー キ ロ ー タ Ｂ
を 取 り 付 け る た め の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ を 一 体 に 有 し 、 こ の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ か ら 軸 方
向 に 延 び る 円 筒 部 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 周 に は 駆 動 軸 Ｄ ／ Ｓ が ト ル ク 伝 達 可 能 に
内 嵌 さ れ る よ う に セ レ ー シ ョ ン （ ま た は ス プ ラ イ ン ） ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 複 列 の 転 が り 軸 受 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 周 に 複 列 の テ ー パ 状 の 外 側 転 走 面
４ ａ 、 ４ ａ が 形 成 さ れ 、 車 軸 管 Ｈ に 固 定 さ れ る 車 体 取 付 フ ラ ン ジ ４ ｂ が 外 周 に 形 成 さ れ た
外 方 部 材 ４ と 、 こ の 外 方 部 材 ４ に 内 挿 さ れ 、 外 周 に 前 記 複 列 の 外 側 転 走 面 ４ ａ 、 ４ ａ に 対
向 す る テ ー パ 状 の 内 側 転 走 面 １ ０ ａ が 形 成 さ れ た 一 対 の 内 輪 １ ０ 、 １ ０ と 、 両 転 走 面 ４ ａ
、 １ ０ ａ 間 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 ５ 、 ５ と 、 こ れ ら 複 列 の 転 動 体 ５ 、 ５ を 転 動 自 在 に
保 持 す る 保 持 器 １ １ と を 有 し て い る 。 一 対 の 内 輪 １ ０ 、 １ ０ に は 大 径 側 端 部 に 大 鍔 １ ０ ｂ
が 形 成 さ れ 転 動 体 ５ を 案 内 し て い る 。 そ し て 、 一 対 の 内 輪 １ ０ 、 １ ０ の 正 面 側 端 面 が 突 き
合 さ れ た 状 態 で セ ッ ト さ れ 、 所 謂 背 面 合 せ タ イ プ の 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 を 構 成 し て い る 。
外 方 部 材 ４ の 両 端 部 に は シ ー ル １ ２ 、 １ ２ が 装 着 さ れ 、 外 方 部 材 ４ と 内 輪 １ ０ と の 環 状 空
間 を 密 封 し て い る 。 こ の シ ー ル １ ２ 、 １ ２ に よ り 、 軸 受 内 部 に 封 入 さ れ た 潤 滑 グ リ ー ス の
外 部 へ の 漏 洩 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ ス ト 等 が 軸 受 内 部 に 侵 入 す る の を 防 止 し て い る 。 さ ら
に 、 イ ン ボ ー ド 側 の シ ー ル １ ２ に お い て は 、 ハ ブ 輪 １ の セ レ ー シ ョ ン ８ を 通 し て デ フ オ イ
ル が 軸 受 内 部 に 侵 入 す る の も 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 ハ ブ 輪 １ の 外 周 に 形 成 さ れ た 円 筒 部 ７ に 一 対 の 内 輪 １ ０ 、 １ ０ が 圧 入 さ れ 、

７ の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 １ ３ に よ り 、 ハ ブ 輪 １ に 対 し
て 内 輪 １ ０ 、 １ ０ が 軸 方 向 へ 抜 け る の を 防 止 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 第 ２
世 代 の セ ル フ リ テ イ ン 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 従 来 の よ う に 内 輪 を ナ ッ ト 等 で 強 固 に
緊 締 し て 予 圧 量 を 管 理 す る 必 要 が な い た め 、 車 両 へ の 組 込 性 を 簡 便 に す る こ と が で き 、 長
期 間 そ の 予 圧 量 を 維 持 す る こ と が で き る と 共 に 、 部 品 点 数 を 大 幅 に 削 減 で き 、 組 込 性 の 向
上 と 相 俟 っ て 低 コ ス ト 化 と 軽 量 ・ コ ン パ ク ト 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ハ ブ 輪 １ は 、 Ｓ ５ ３ Ｃ 等 の 炭 素 ０ ． ４ ０ ～ ０ ． ８ ０ ｗ ｔ ％ を 含 む 中 炭 素 鋼 で 形 成 さ れ 、
車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ の イ ン ボ ー ド 側 の 基 部 お よ び 円 筒 部 ７ に 亙 り 高 周 波 焼 入 れ に よ っ て 表
面 硬 さ を ５ ４ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 に 硬 化 処 理 さ れ て い る （ 図 中 ク ロ ス ハ ッ チ ン グ に て 示 す
） 。 な お 、 加 締 部 １ ３ は 、 鍛 造 後 の 素 材 表 面 硬 さ ２ ５ Ｈ Ｒ Ｃ 以 下 の 未 焼 入 れ 部 と し て い る
。 こ れ に よ り 、 耐 久 性 が 向 上 す る と 共 に 、 加 締 部 １ ３ を 塑 性 変 形 す る 時 の 加 工 性 が 向 上 し
、 ク ラ ッ ク 等 を 防 止 し て そ の 品 質 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 外 方 部 材 ４ は 、 ハ ブ 輪 １ と 同 様 、 Ｓ ５ ３ Ｃ 等 の 炭 素 ０ ． ４ ０ ～ ０ ． ８ ０ ｗ ｔ ％ を
含 む 中 炭 素 鋼 で 形 成 さ れ 、 複 列 の 外 側 転 走 面 ４ ａ 、 ４ ａ お よ び シ ー ル １ ２ が 装 着 さ れ る 端
部 内 周 面 に 高 周 波 焼 入 れ に よ っ て 表 面 硬 さ を ５ ４ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 に 硬 化 処 理 さ れ て い
る 。 一 方 、 内 輪 １ ０ は 、 Ｓ Ｕ Ｊ ２ 等 の 高 炭 素 ク ロ ム 軸 受 鋼 か ら な り 、 ズ ブ 焼 入 れ に よ り 芯
部 ま で ５ ４ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 で 硬 化 処 理 さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で は 、 転 動 体 ５ 、 ５ を
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円 錐 こ ろ と し た 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 を 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 転 動 体 に ボ ー ル を 使 用 し た
複 列 ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ ー ド 側 端 部 の 開 口 部 に キ ャ ッ プ ９ が 圧 入 さ れ て い
る 。 こ の キ ャ ッ プ ９ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 系
等 ） 、 あ る い は 、 防 錆 処 理 さ れ た 冷 間 圧 延 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ 系 等 ） を プ レ ス 加
工 に て 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 ９ ａ と 、 こ の 芯 金 ９ ａ の 少 な く と も 嵌 合
部 に 加 硫 接 着 等 に よ り 接 合 さ れ た ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 ９ ｂ と か ら な る 。 そ し て 、 こ の 弾 性 部
材 ９ ｂ が 嵌 合 面 に 弾 性 変 形 し て 入 り 込 み 、 液 密 に 内 部 を 密 封 し て い る 。 し た が っ て 、 デ フ
オ イ ル の 外 部 へ の 流 出 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ ス ト 等 が 駆 動 軸 内 に 侵 入 し て デ フ オ イ ル 内 に
混 入 す る の を 完 全 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 キ ャ ッ プ ９ は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ の シ メ シ ロ 範 囲 で 圧 入 さ れ る の が 好 ま し
い 。 何 故 な ら 、 シ メ シ ロ が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 未 満 だ と 、 シ メ シ ロ が 小 さ く 、 キ ャ ッ プ ９ 自 体 の
形 状 誤 差 等 に よ り キ ャ ッ プ ９ と ハ ブ 輪 １ と の 嵌 合 部 に 僅 か な 径 方 向 す き ま が 発 生 し 、 デ フ
オ イ ル が こ の 微 小 な す き ま か ら 漏 れ る 恐 れ が あ る か ら で あ る 。 一 方 、 シ メ シ ロ が ０ ． ３ ｍ
ｍ を 超 え る と 、 キ ャ ッ プ ９ の 圧 入 作 業 が 難 し く な る ば か り で な く 、 芯 金 ９ ａ 自 体 が 座 屈 す
る 恐 れ が あ る か ら で あ る 。 ま た 、 こ の キ ャ ッ プ ９ が 、 ハ ブ 輪 １ に お け る 剛 性 の 高 い 部 位 、
す な わ ち 、 ハ ブ 輪 １ の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ の 内 径 部 に 圧 入 さ れ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ
り 、 車 両 運 転 時 、 ハ ブ 輪 １ に 繰 返 し モ ー メ ン ト 荷 重 が 負 荷 さ れ ハ ブ 輪 １ が 弾 性 変 形 し た と
し て も 、 キ ャ ッ プ ９ が こ の ハ ブ 輪 １ の 弾 性 変 形 の 影 響 を 殆 ど 受 け な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 形
態 は 、 前 述 し た 実 施 形 態 と ハ ブ 輪 の 構 成 が 異 な る の み で 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一
部 品 同 一 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 車 輪 用 軸 受 は 、 ハ ブ 輪 １ ４ と 複 列 の 転 が り 軸 受 １ ５ と が ユ ニ ッ ト 化 し て 構 成 さ れ て
い る 。 複 列 の 転 が り 軸 受 １ ５ は 、 内 方 部 材 １ ６ と 外 方 部 材 ４ 、 お よ び 両 部 材 １ ６ 、 ４ 間 に
転 動 自 在 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 ５ 、 ５ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 内 方 部 材 １ ６ は 、 ハ
ブ 輪 １ ４ と 、 こ の ハ ブ 輪 １ ４ に 圧 入 さ れ た 内 輪 １ ０ と を 指 す 。 ハ ブ 輪 １ ４ は 、 外 周 の ア ウ
ト ボ ー ド 側 の 端 部 に 車 輪 （ 図 示 せ ず ） を 取 り 付 け る た め の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ を 一 体 に 有
し 、 複 列 の 転 が り 軸 受 １ ５ の ア ウ ト ボ ー ド 側 の 内 側 転 走 面 １ ４ ａ と 、 こ の 内 側 転 走 面 １ ４
ａ か ら 軸 方 向 に 延 び る 円 筒 部 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 周 に は 図 示 し な い 駆 動 軸 が ト
ル ク 伝 達 可 能 に 内 嵌 さ れ る よ う に セ レ ー シ ョ ン （ ま た は ス プ ラ イ ン ） ８ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 ハ ブ 輪 １ ４ の 外 周 に は 内 輪 １ ０ の 大 鍔 １ ０ ｂ に 相 当 す る 鍔 部 １ ４ ｂ と 、 内 輪 １
０ の 正 面 側 端 面 が 当 接 す る 段 部 １ ４ ｃ が 形 成 さ れ 、 背 面 合 せ タ イ プ の 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受
を 構 成 し て い る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 １ ４ の 円 筒 部 ７ に 内 輪 １ ０ が 圧 入 さ れ 、 円 筒 部 ７ の 端 部 を
径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 １ ３ に よ り 、 ハ ブ 輪 １ ４ に 対 し て 内 輪 １ ０ が
軸 方 向 へ 抜 け る の を 防 止 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 第 ３ 世 代 の セ ル フ リ テ イ
ン 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 、 予 圧 量 を 管 理 す る 必 要 が な い の
で 車 両 へ の 組 込 性 を 簡 便 に す る こ と が で き 、 か つ 長 期 間 そ の 予 圧 量 を 維 持 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 ハ ブ 輪 １ ４ の 外 周 に 内 側 転 走 面 １ ４ ａ が 直 接 形 成 さ れ て い る の で 、 ハ ブ 輪 １ ４ の
剛 性 が 増 大 し 、 車 両 運 転 時 に お い て 、 ハ ブ 輪 １ ４ に モ ー メ ン ト 荷 重 が 負 荷 さ れ て も 、 ハ ブ
輪 １ ４ が 弾 性 変 形 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 装 置 の 軽 量 ・ コ ン パ ク ト
化 を 達 成 し 、 か つ 軸 受 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 、 ハ ブ 輪 １ ４ の ア ウ ト ボ ー ド 側 端 部 の 開 口 部
、 す な わ ち 、 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ ６ の 内 径 部 に キ ャ ッ プ １ ７ が 圧 入 さ れ て い る 。 こ の キ ャ ッ
プ １ ７ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 系 等 ） 、 あ る い
は 、 防 錆 処 理 さ れ た 冷 間 圧 延 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ 系 等 ） を プ レ ス 加 工 に て 断 面 略
コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 芯 金 １ ８ と 、 こ の 芯 金 １ ８ の 外 表 面 に 加 硫 接 着 さ れ た ゴ ム 等 の 弾 性
部 材 １ ９ と か ら な る 。 そ し て 、 芯 金 １ ８ は 、 ハ ブ 輪 １ ４ に 嵌 合 さ れ る 円 筒 部 １ ８ ａ の 端 縁
が ア ウ ト ボ ー ド 側 に な る よ う に 圧 入 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ １ ７ の 圧 入 作 業 が
容 易 に な る と 共 に 、 剛 性 の 低 い 端 縁 側 が ア ウ ト ボ ー ド 側 に 位 置 す る た め 、 ハ ブ 輪 １ ４ の 弾
性 変 形 に よ っ て 芯 金 １ ８ が 変 形 し て 軸 方 向 に 移 動 し た と し て も 、 少 な く と も ア ウ ト ボ ー ド
側 に 移 動 す る こ と は な く 、 キ ャ ッ プ １ ７ の ハ ブ 輪 １ ４ か ら の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 こ の 端 縁 に は 、 径 方 向 外 方 に 延 び る ビ ー ド １ ８ ｂ
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ビ ー ド １ ８ ｂ を 、 ハ ブ 輪 １ ４ に 形 成 さ れ た 環 状 溝 ２ ０ に 係 止 さ せ
る こ と に よ り 、 キ ャ ッ プ １ ７ の 軸 方 向 の 移 動 を 完 全 に 止 め る こ と が で き 、 キ ャ ッ プ １ ７ の
信 頼 性 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。 前 述 し た
実 施 形 態 と 同 一 部 品 同 一 部 位 あ る い は 同 一 機 能 を 有 す る 部 品 等 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の
詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ ー ド 側 端 部 の 開 口 部 に キ ャ ッ プ ２ １ が 圧 入 さ れ て
い る 。 こ の キ ャ ッ プ ２ １ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０
４ 系 等 ） 、 あ る い は 、 防 錆 処 理 さ れ た 冷 間 圧 延 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ 系 等 ） を プ レ
ス 加 工 に て 断 面 略 コ の 字 形 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯 金 ２ １ ａ と 、 こ の 芯 金 ２ １ ａ の 内 周 面
か ら 嵌 合 部 に 一 部 が 膨 出 し た 弾 性 部 材 ２ １ ｂ と か ら な る 。 こ の 弾 性 部 材 ２ １ ｂ は 加 硫 接 着
等 に よ り 接 合 さ れ た ゴ ム 等 か ら な る 。 そ し て 、 芯 金 ２ １ ａ が 発 錆 す る の を 防 止 す る と 共 に
、 膨 出 し た 弾 性 部 材 ２ １ ｂ が 嵌 合 部 に 密 着 し て 液 密 的 に 内 部 を 密 封 し て い る 。 し た が っ て
、 デ フ オ イ ル の 外 部 へ の 流 出 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ ス ト 等 が 駆 動 軸 内 に 侵 入 し て デ フ オ イ
ル 内 に 混 入 す る の を 完 全 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 キ ャ ッ プ ２ １ は 、 ハ ブ 輪 １ の 内 周 に 装 着 さ れ た 止 め 輪 ２ ２ と 段 付 部 ２ ３ と で 軸
方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 車 両 運 転 時 、 ハ ブ 輪 １ に 繰 返 し モ ー メ ン ト
荷 重 が 負 荷 さ れ ハ ブ 輪 １ が 弾 性 変 形 し て も 、 ハ ブ 輪 １ か ら キ ャ ッ プ ２ １ が 脱 落 す る の を 確
実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 芯 金 ２ １ ａ に は 同 心 状 に 凸 条 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 芯 金 ２
１ ａ の 剛 性 を 増 大 さ せ て い る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。 前 述 し た
実 施 形 態 と 同 一 部 品 同 一 部 位 あ る い は 同 一 機 能 を 有 す る 部 品 等 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の
詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 ハ ブ 輪 １ の 内 周 に 断 面 が 欠 円 形 の 環 状 凹 部 ２ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 環
状 凹 部 ２ ５ に 係 合 す る 凸 部 ２ ６ ａ が 形 成 さ れ た キ ャ ッ プ ２ ６ が 装 着 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 キ ャ ッ プ ２ ６ の 装 着 が 容 易 と な る と 共 に 、 簡 単 な 構 成 で キ ャ ッ プ ２ ６ の 軸 方 向 の 移 動
を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 凸 部 ２ ６ ａ は キ ャ ッ プ ２ ６ の 外 周 全 周 に 亙 っ て 形 成
す る 必 要 は な く 、 少 な く と も ３ 箇 所 以 上 あ れ ば 充 分 キ ャ ッ プ ２ ６ の 動 き を 阻 止 す る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ は 、 こ の 第 ４ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。 な お 、 前 述 し た 実 施 形
態 （ 図 ６ ） と 同 一 部 品 同 一 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 重 複 し た 説 明 を 避 け る 。
　 キ ャ ッ プ ２ ７ ’ は 断 面 略 コ の 字 形 を な し 、 ハ ブ 輪 １ の 内 周 面 に 所 定 の シ メ シ ロ を 介 し て
圧 入 さ れ て い る 。 そ の 後 、 キ ャ ッ プ ２ ７ ’ の 内 周 を 図 示 し な い 治 具 で 押 し 当 て た 状 態 で こ
の 治 具 を 回 転 さ せ 、 所 謂 ロ ー リ ン グ 加 工 に よ り キ ャ ッ プ ２ ７ ’ を 塑 性 変 形 さ せ て ハ ブ 輪 １
の 内 周 に 形 成 さ れ た 環 状 凹 部 ２ ５ に 食 い 込 ま せ て い る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ た 凸 部 ２ ６ ａ
は 、 一 層 ハ ブ 輪 １ の 環 状 凹 部 ２ ５ に ガ タ な く 密 着 し 、 キ ャ ッ プ ２ ７ の 軸 方 向 の 移 動 を 防 止
す る こ と が で き る と 共 に 、 嵌 合 部 ２ ６ ｂ と 共 に こ の 凸 部 ２ ６ ａ で も デ フ オ イ ル の 外 部 へ の
流 出 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。 前 述 し た
実 施 形 態 と 同 一 部 品 同 一 部 位 あ る い は 同 一 機 能 を 有 す る 部 品 等 に は 同 じ 符 号 を 付 し て そ の
詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ ー ド 側 端 部 の 開 口 部 か ら パ イ ロ ッ ト 部 ２ ８ の 内 径
面 に 亙 っ て キ ャ ッ プ ２ ９ が 圧 入 さ れ て い る 。 こ の キ ャ ッ プ ２ ９ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ
ン レ ス 鋼 鈑 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 系 等 ） 、 あ る い は 、 防 錆 処 理 さ れ た 冷 間 圧 延 鋼 鈑
（ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ 系 等 ） を プ レ ス 加 工 に て 断 面 が ハ ッ ト 状 に 形 成 さ れ た 鋼 板 製 の 芯
金 ２ ９ ａ と 、 こ の 芯 金 ２ ９ ａ の 外 周 面 か ら 嵌 合 部 お よ び ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ ー ド 側 の 端 部
に 亙 っ て 接 合 さ れ た 弾 性 部 材 ２ ９ ｂ と か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 弾 性 部 材 ２ ９ ｂ は 、 加 硫 接 着 等 に よ り 接 合 さ れ た ゴ ム 等 か ら な り 、 液 密 的 に 内 部 を
密 封 し て い る 。 し た が っ て 、 デ フ オ イ ル の 外 部 へ の 流 出 と 、 外 部 か ら 雨 水 や ダ ス ト 等 が 駆
動 軸 内 に 侵 入 し て デ フ オ イ ル 内 に 混 入 す る の を 完 全 に 防 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 キ ャ
ッ プ ２ ９ が ハ ブ 輪 １ の 開 口 部 全 体 を 閉 塞 し 、 さ ら に 、 パ イ ロ ッ ト 部 ２ ８ の 内 径 面 、 す な わ
ち 、 車 両 運 転 時 、 ハ ブ 輪 １ に 繰 返 し モ ー メ ン ト 荷 重 が 負 荷 さ れ て も 変 形 の 少 な い 部 位 に 圧
入 さ れ て い る の で 、 キ ャ ッ プ ２ ９ の 弾 性 変 形 を 一 層 防 止 し て ハ ブ 輪 １ か ら キ ャ ッ プ ２ ９ が
移 動 あ る い は 脱 落 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 を 行 っ た が 、 本 発 明 は こ う し た 実 施 の 形 態 に 何
等 限 定 さ れ る も の で は な く 、 あ く ま で 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に
お い て 、 さ ら に 種 々 な る 形 態 で 実 施 し 得 る こ と は 勿 論 の こ と で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 特
許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に よ っ て 示 さ れ 、 さ ら に 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 均 等 の 意 味 、 お よ び
範 囲 内 の す べ て の 変 更 を 含 む 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 駆 動 軸 と 車 軸 管 の 開 口 部 に 車 輪 用 軸 受 が 装 着 さ れ た セ
ミ フ ロ ー テ ィ ン グ タ イ プ の 駆 動 輪 側 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 、 車 輪 用 軸 受 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ４ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 要 部 拡 大 図 で 、 （ ａ ） は キ ャ ッ プ 加 締 前 の 状 態 を
示 し 、 （ ｂ ） は 加 締 後 の 状 態 を 示 し て い る 。
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【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 用 軸 受 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 車 輪 用 軸 受 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 、 １ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ブ 輪
２ 、 １ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 複 列 の 転 が り 軸 受
３ 、 １ ６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 方 部 材
４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 外 方 部 材
４ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 外 側 転 走 面
４ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 体 取 付 フ ラ ン ジ
５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 転 動 体
６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ
７ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 円 筒 部
８ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ セ レ ー シ ョ ン
９ 、 １ ７ 、 ２ １ 、 ２ ６ 、 ２ ７ 、 ２ ７ ’ 、 ２ ９ ・ ・ キ ャ ッ プ
９ ａ 、 １ ８ 、 ２ １ ａ 、 ２ ９ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 芯 金
９ ｂ 、 １ ９ 、 ２ １ ｂ 、 ２ ９ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 弾 性 部 材
１ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 輪
１ ０ ａ 、 １ ４ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 側 転 走 面
１ ０ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 大 鍔
１ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 保 持 器
１ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ シ ー ル
１ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 加 締 部
１ ４ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 鍔 部
１ ４ ｃ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 段 部
１ ８ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 円 筒 部
１ ８ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ビ ー ド
２ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 環 状 溝
２ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 止 め 輪
２ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 段 付 部
２ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 凸 条
２ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 環 状 凹 部
２ ６ ａ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 凸 部
２ ６ ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 嵌 合 部
２ ８ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ パ イ ロ ッ ト 部
５ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 軸 管
５ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 駆 動 軸
５ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受
５ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ブ 輪
５ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ハ ブ ボ ル ト
５ ６ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ フ ラ ン ジ
５ ７ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内 輪
５ ８ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 連 結 環
５ ９ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 固 定 ナ ッ ト
６ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 外 輪
６ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ブ レ ー キ ロ ー タ
６ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 円 錐 こ ろ
６ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 保 持 器
６ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ シ ー ル
６ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 環 状 段 部
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６ ６ 、 ６ ８ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ シ ー ル リ ン グ
６ ７ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 環 状 凹 部
Ｂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ブ レ ー キ ロ ー タ
Ｄ ／ Ｓ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 駆 動 軸
Ｈ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 軸 管
Ｗ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 車 輪

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(11) JP 2005-297944 A 2005.10.27



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(12) JP 2005-297944 A 2005.10.27



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ１６Ｃ  35/063                        Ｆ１６Ｃ  35/063   　　　　          　　　　　
   Ｆ１６Ｊ  15/06                         Ｆ１６Ｊ  15/06    　　　Ｎ          　　　　　
   Ｆ１６Ｊ  15/08                         Ｆ１６Ｊ  15/08    　　　Ｇ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ１６Ｊ  15/08    　　　Ｊ          　　　　　

(72)発明者  西野　晃司
            静岡県磐田市東貝塚１５７８番地　ＮＴＮ株式会社内
(72)発明者  大槻　寿志
            静岡県磐田市東貝塚１５７８番地　ＮＴＮ株式会社内
Ｆターム(参考) 3J016 AA04  BA02  CA03  CA08 
　　　　 　　  3J017 AA02  DA01  DB08  HA02 
　　　　 　　  3J040 AA01  BA03  EA02  EA07  EA08  EA15  EA18  EA27  FA02  FA05 
　　　　 　　        HA04  HA05 
　　　　 　　  3J101 AA16  AA32  AA43  AA54  AA62  AA72  BA53  BA65  BA73  DA03 
　　　　 　　        FA13  FA60  GA03 

(13) JP 2005-297944 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

